
 

インフルエンザなどは、症状がすっかり治まった後

も、ウイルスの排出が数日間続きます。家庭のみで

「治った」と判断するのは控え、かかりつけの医師

の診断を受け、許可をもらってから登園しましょ

う。幼児が登園できるまでの期間の目安は症状によ

って様々です。感染症にかかった時などは、出席停

止期間をきちんと守り、二次感染が起こらないよう

にしましょう。 

かぜの後の登園について 

２月のほけんだより 

気温が低く乾燥した日が続いています。２月４日は立春で暦の上では春を迎える時期とされ
ていますが、一般的に 1月下旬から２月にかけて最も寒くなると言われています。 
感染症もまだまだ流行していますので、手洗い・うがいをしっかり行い予防に努めましょう。 

「かぜ」は油断大敵 
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食生活の見直しを 

 

意識的に体を動かして 

●咳エチケット 
咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう

周囲への気配りが必要です。咳エチケットを守り、

感染を防ぎましょう。 

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパー
で鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を
覆い）、周りの人を避けて行いましょう。 

●マスクをして、他の
人にうつさないよう
にしましょう。 

●鼻をかんだ後のティッ
シュペーパーは、すぐに
ゴミ箱（できればふた付
き）に捨てましょう。 

咳をしている時は… 

咳は体質的なものや、治療が必

要となるもの、気管に異物が詰

まった時など、様々な原因があ

ります。咳の種類や熱、嘔吐な

ど他の症状も出ていないかをよ

く観察し、対応しましょう。 

咳がひどい時は… 

・蒸しタオルを顔の前に広げて、湯気を吸わせる。 

・室温は 20℃前後に、湿度は 50～60％くらいにす

る。 

・野菜スープや麦茶を少しずつ、回数を多く与える

（刺激になるので柑橘系や冷たい物は避けましょ

う）。 

・睡眠時、クッションなどを使って上半身を高くす

る。 

鼻やのどにウイルスや細菌が感染し、炎症

を起こすものの総称を「かぜ症候群」とい

います。軽く済むことも多いのですが、油

断をすると悪化して、中耳炎、肺炎、気管

支炎など、さまざまな病気を併発すること

もあります。 

ちょっと体調が悪そうなときは、無理をせ

ず安静を心がけ、長引かせないようにしま

しょう。日ごろから、規則正しい生活を送

ることもたいせつです。 

いつも通りに食事が摂れるか、お友達と
楽しく遊べるかが判断の目安です 

 


